





ルである DSM-IV （the fourth edition Diagnostic 
and Statistical Manual of Mental Disorders; 














































































































在籍する学生 224 名（男性 131 名，女性 93 名，



































































































































































変数とする対応のない t 検定を行った（表 2）。










（男性：r =.347, p<.001, 女性：r =.500, p<.001），
意欲低下と適応感（男性：r = －.712, p<.001, 女性：
r = －.612, p<.001）において相関係数が有意で
あった。また，男性において衝動性全体と適応感












に有意でなかった（男性：r = －.076, n.s., 女性： 
r =.164, n.s.）。さらに，「衝動性」を制御変数と
する「意欲低下」と「適応感」のあいだの偏相関
係数は，男女ともに有意であった（男性：r = －.666, 



















【衝動性尺度（全体）】 3.48（ .58） 3.58（ .55） 3.34（ .59） 　 3.17**
　衝動的行動 3.61（ .80） 3.79（ .71） 3.37（ .86） 　　3.99***
　計画性のなさ 3.72（ .92） 3.83（ .93） 3.57（ .88） 　 2.11*
　自己制御の欠如 3.24（ .77） 3.29（ .77） 3.18（ .77） 　1.02
　熟慮の欠如 3.36（ .86） 3.43（ .88） 3.25（ .82） 　1.54
【意欲低下領域尺度】 2.83（ .64） 2.95（ .65） 2.66（ .60） 　 3.42**
【適応感尺度】 3.11（ .69） 3.05（ .63） 3.19（ .75） －1.49













衝動性全体 ―   .590***   .686***   .634***   .764***   .347***  －.352***
衝動的行動   .815*** ―   .140   .329***   .254**   .115  －.017
計画性のなさ   .655***   .469*** ―   .159   .398***   .055  －.195*
自己制御の欠如   .691***   .493***   .132 ―   .309***   .294**  －.307**
熟慮の欠如   .668***   .335**   .198   .387*** ―   .405***  －.363***
意欲低下   .500***   .278**   .246*   .392***   .504*** ―  －.712***
適応感  －.176  －.026  －.083  －.217*  －.211*  －.612*** ―
※　対角線を挟んで右上が男性，左下が女性の相関係数である。 *p<.05   **p<.01   ***p<.001
表 4　衝動性，意欲低下，適応感の偏相関　
衝動性 意欲低下 適応感
衝動性 ―   .260** －.076 　
意欲低下 .491*** ― －.666***
適応感 .164 　 －.598*** ―
※対角線を挟んで，右上が男性，左下が女性の値である。　　　**p<.01　***p<.001






















































私は , 突然の衝動にかられて行動する .718 －.021 .106 .012
いろいろな考えが，私の頭の中を『駆け巡っている』 .672 －.053 －.252 －.147
私は，まったく『衝動的』に行動する .603 －.063 .196 .051
私は，思考するとき，しばしば，本質とは無関係なことを考えている .486 .059 .076 .017
私は，衝動的に買い物をする .482 .021 －.030 .049
私にとって，集中することは容易である .060 －.714 .295 －.090
私は，問題の解決策を考えているとすぐに飽きる .038 .647 .034 .001
私は，『細部まで気を配る』ことがない －.126 .522 .407 －.075
私は，劇場や映画館で何かを鑑賞しているとき，あるいは，
講義を受けているとき，じっとしていられない
.084 .492 －.032 －.215
私は，複雑な問題について考えるのが好きだ .152 －.481 －.012 －.035
私は，自制心がある －.221 －.473 .168 －.133
私は，楽天的である －.057 －.273 .715 －.044
私は，何も考えずに物事を進める .156 .173 .567 .056
私は，考えなしにものを言う .045 .157 .520 －.035
私は，行き当たりばったりではなく，入念に計画を立てて
物事に取り組む
－.016 .066 －.065 －.899
私は，前もって，十分に練った旅行計画を立てる .030 －.014 .114 －.631
α係数 .72 .71 .63 .68



































を 行 っ た 結 果，α係 数 は 第 1 因 子 か ら 順
に，.72，.71，.63，.68 であった。また，衝動性全
体（16 項目）は，.78 であった。第 3，第 4 因子
がやや低い値となっているが，再構成によって尺
度の信頼性が概ね向上していることから，以降の






　思考・行動の制御不全 3.94（ .87） 4.01（ .87） 3.84（ .86） 1.43　
　熟慮・集中力の欠如 3.31（ .82） 3.41（ .83） 3.18（ .78） 2.13*　
　短慮 3.52（1.04） 3.77（ .98） 3.18（1.02） 4.41***
　計画性のなさ 3.65（1.11） 3.81（1.09） 3.42（1.12） 2.58*　
　衝動性全体 3.59（ .63） 3.72（ .57） 3.41（ .66） 3.68***
【意欲低下領域尺度】
　学業意欲低下 3.14（ .80） 3.22（ .84） 3.04（ .73） 1.64　
　授業意欲低下 2.59（ .93） 2.76（ .89） 2.33（ .93） 3.47**　
　大学意欲低下 2.81（ .94） 2.88（ .91） 2.71（ .98） 1.28　
　意欲低下全体 2.83（ .64） 2.95（ .65） 2.66（ .60） 3.42**　
【適応感尺度】
　居心地の良さの感覚 3.14（ .92） 3.10（ .88） 3.19（ .96） －.75　
　課題・目的の存在 3.43（ .84） 3.38（ .82） 3.52（ .86） －1.21
　被信頼・受容感 2.54（ .87） 2.47（ .84） 2.64（ .92） －1.43
　劣等感のなさ 3.33（ .78） 3.28（ .72） 3.40（ .84） －1.11
　適応感全体 3.11（ .69） 3.05（ .63） 3.19（ .75） －1.49
※ 意欲低下領域尺度，適応感尺度は，下位尺度ごとの基本統計および性差を加えたうえで再掲　              






が .72，「大学意欲低下」が .78 であった。適応感
尺度の下位因子ごとのα係数は，「居心地の良さ
の感覚」が .94，「課題・目的の存在」が .89，「被


















る。衝動性と意欲低下（男性：r =.367, p<.001, 女
性：r =.480, p<.001）において相関係数が有意で
あった。また，男性において衝動性と適応感の 
間に有意な負の相関が認められた（r = －.283, 
p<.01）。
　次に，衝動性，意欲低下，適応感の 3 つの変数





性：r =.325, p<.001, 女性：r =.477, p<.001）。また，
「意欲低下」を制御変数とする「衝動性」と「適
応感」のあいだの偏相関係数は，男女ともに有意
でなかった（男性：r =.031, n.s., 女性：r =.153, 
n.s.）。さらに，「衝動性」を制御変数とする「意
欲低下」と「適応感」のあいだの偏相関係数は，
男 女 と も に 有 意 で あ っ た（ 男 性：r = －.682, 
p<.001, 女性：r = －.596, p<.001）。これらの結果








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































衝 動 性 ― 　.325*** .031
意欲低下 　.477*** ― －.682***
適 応 感 .153 －.596*** ―
※対角線を挟んで，右上が男性，左下が女性の値である。　　　***p<.001
















































































GFI=.991,  AGFI=.949,  RMSEA=.000,

























GFI=.972,  AGFI=.909,  RMSEA=.000,
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